
                        

                       

涼
水
山
不
動
院 

西
蓮
寺 

（
お
寺
の
通
称
）
か
の
や
の
薬
師 

  

「
か
の
や
の
薬
師
」
と
親
し
ま
れ
て
い
る
東

京
都
重
要
文
化
財
指
定
の
秘
仏
薬
師
瑠
璃
光

如
来
坐
像
が
九
月
十
一
日
六
十
年
ぶ
り
に
御

開
帳
を
迎
え
た
。
こ
の
木
造
坐
像
は
、
総
高
四

尺
八
寸
（
約
百
六
十
ｃｍ
）
で
鎌
倉
様
式
を
残

す
室
町
時
代
の
作
と
つ
た
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

脇
侍
に
は
日
光
・
月
光
両
菩
薩
そ
れ
に
眷
属

け
ん
ぞ
く

の
十
二
神
将
を
従
え
て
お
り
何
れ
も
同
時
代

に
造
顕
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
九
二
）
八

王
子
城
主
北
条
氏
照
老
臣
中
山
勘
解
由
は
、
当

山
の
薬
師
如
来
像
を
厚
く
尊
崇
し
参
籠
の
際
、

邸
内
の
愛
樹
の
杉
松
二
種
を
植
栽
し
て
い
る
。

境
内
に
は
そ
の
名
木
記
念
碑
が
あ
る
。 

秘仏薬師瑠璃光如来坐像 都 
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散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

千
人
町
の
追
分
か
ら
始
ま
る
陣
馬
街
道
、

薬
師
前
バ
ス
停
か
ら
弐
分
方
入
口
バ
ス
停

ま
で
の
、
お
よ
そ
五
㎞
の
行
程
。 

 

バ
ス
停
か
ら
右
に
歩
く
と
西
蓮
寺
が
あ

る
。
東
京
都
の
重
文
で
あ
る
薬
師
堂
付
厨

子
が
有
名
。
西
蓮
寺
か
ら
少
し
歩
き
、
住

吉
神
社
へ
。
珍
し
い
鰐
口
が
保
存
さ
れ
て

い
る
。
神
社
を
出
て
北
へ
歩
く
と
八
王
子

城
の
鬼
門
に
当
た
る
相
即
寺
。
そ
こ
か
ら
、

学
童
が
疎
開
を
し
て
い
た
隣
保
館
跡
を
見

な
が
ら
、
湧
水
の
春
日
池
や
弁
天
池
児
童

公
園
に
至
る
。
さ
ら
に
歩
く
と
、
自
由
民

権
運
動
の
発
祥
を
記
念
し
た
先
覚
之
碑
の

あ
る
泉
町
会
館
に
着
く
。
会
館
か
ら
、
聖

マ
リ
ア
教
会
堂
を
見
学
し
、
近
く
に
あ
る

自
由
民
権
運
動
に
活
躍
し
た
人
が
眠
る
喜

願
寺
跡
の
墓
地
を
見
学
。
そ
の
後
、
泉
町

の
湧
水
郡
を
見
な
が
ら
松
枝
橋
へ
。
松
枝

橋
か
ら
北
浅
川
の
堤
防
を
上
流
へ
暫
く
歩

く
と
、
八
王
子
の
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン

と
い
わ
れ
る
場
所
に
出
る
。
子
供
キ
ャ
ン

プ
場
を
抜
け
、
榛
名
神
社
や
石
造
物
を
見

て
陣
馬
街
道
の
バ
ス
停
で
解
散
。 

①
陣
馬
街
道 

 

以
前
は
恩
方
街
道
と
い
わ
れ
て
い
た
道

は
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
陣
馬

街
道
と
改
称
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
案
下

道
と
か
佐
野
川
往
還
と
も
呼
ば
れ
、
甲
州

道
中
の
脇
往
還
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。

追
分
を
起
点
に
、
横
川
、
大
楽
寺
、
寺
方
、

恩
方
を
経
て
和
田
峠
を
越
え
、
相
模
の
佐

野
川
か
ら
、
さ
ら
に
甲
斐
の
上
野
原
へ
至

り
、
そ
こ
で
再
び
甲
州
道
中
に
合
流
し
て

い
る
。 
 

甲
州
道
中
が
五
街
道
の
一
つ
と
し
て
整

備
さ
れ
、
遠
方
か
ら
の
旅
人
や
参
勤
交
代

等
に
も
利
用
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
陣

馬
街
道
は
、
街
道
沿
い
の
村
人
た
ち
が
、

主
に
炭
や
食
料
な
ど
の
日
常
生
活
用
品
の

運
搬
に
利
用
し
て
い
た
生
活
道
路
で
あ
っ

た
。
今
で
は
陣
馬
山
と
市
街
地
を
結
ぶ
、

ハ
イ
カ
ー
た
ち
に
は
馴
染
み
深
い
道
と
な

っ
て
い
る
。
道
端
の
道
標
に
は
、「
左
甲
州

道
中
高
尾
山
道
、
右
あ
ん
げ
道
。
文
化
八

年
（
一
八
一
一
）
六
月
江
戸
清
八
」
と
彫

ら
れ
て
い
る
。 

                        

千人町追分交差点にある現在の道標 
左：甲州道中高尾山 右：あんげ道 

旧 道 標 
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②
涼
水
山
不
動
院

西
蓮
寺

さ

い

れ

ん

じ 大
楽
寺
五
六
六 

宗
派 

真
言
宗
智
山
派 

本
尊 

不
動
明
王
（
江
戸
中
期
作
） 

寺
宝 

本
尊
不
動
明
王
、
大
日
如
来
、
毘

沙
門
天
、
地
蔵
菩
薩
、
立
ち
不
動

（
江
戸
期
作
）
、
薬
師
如
来
坐
像
、

薬
師
堂
内
の
厨
子 

開
山 

祐
真
法
印 

開
創 

永
享
元
年
（
一
四
二
九
） 

 

も
と
も
と
こ
こ
に
は
同
じ
宝
生
寺
末
寺

の
金
谷
寺
が
あ
っ
た
が
、
西
蓮
寺
に
合
併

さ
れ
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
再
建

さ
れ
た
。 

 

当
寺
は
、
祐
真
法
印
に
よ
り
楢
原
村
の

浅
川
北
岸
に
創
建
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、

現
在
地
の
北
側
下
壱
分
方
村
一
一
九
四

（
現
叶
谷
町
）
に
移
転
し
た
。
当
時
華
川

山
不
動
院
と
号
し
て
、
北
条
氏
照
の
祈
願

所
で
あ
っ
た
。
本
堂
十
一
間
（
十
九
・
八

ｍ
）
四
方
の
堂
々
た
る
伽
藍
で
あ
っ
た
。 

仁
王
門
と
薬
師
堂
は
金
谷
寺
か
ら
引
き
継

い
だ
も
の
で
あ
る
。 

現 追分交差点 

昭和初期頃の追分交差点 
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●
薬
師
堂 

付
厨
子

□

都 
 

境
内
に
あ
る
旧
金
谷
寺
に
あ
っ
た
薬
師

堂
は
、
室
町
時
代
末
期
の
建
立
で
寄
棟
造

り
。
堂
内
安
置
の
厨
子
と
と
も
に
東
京
都

の
重
要
文
化
財
で
あ
る
。
こ
の
お
堂
は
、

天
正
十
八
年
（
一
五
九
○
）
八
王
子
城
攻

め
の
際
、
前
田
利
家
の
兵
が
堂
内
で
炊
事

し
た
た
め
、
焼
け
焦
げ
た
跡
が
残
っ
て
い

る
。
薬
師
堂
に
は
、
室
町
期
の
薬
師
如
来

坐
像
な
ど
が
安
置
さ
れ
、
目
の
薬
師
様
と

し
て
信
仰
さ
れ
、「
め
」
の
文
字
を
二
つ
書

い
た
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。 

平
成
二
十
六
年
に
六
十
年
ぶ
り
に
厨
子
が

御
開
帳
さ
れ
た
。 

                     

西蓮寺薬師堂 

西蓮寺仁王門 西蓮寺本堂 

旧金谷寺
き ん や じ

所属の仁王門 

「め」の絵馬 
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●
北
条
氏
朱
印
状 

 

弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
発
給
。「
八
日

市
場
西
蓮
寺
」
と
あ
り
、
当
時
こ
の
近
辺

に
八
王
子
城
の
八
日
市
場
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。 

                        

●
多
氷

た

ひ

屯
倉

み

や

け

遺
跡
碑 

 

仁
王
門
の
東
側
に
多
氷
屯
倉
遺
跡
碑
が

あ
る
。
日
本
書
紀
に
出
て
く
る
安
閑
天
皇

の
時
代
（
五
二
五
）
、
武
藏
国
の
造
（
み
や

つ
こ
）
、
笠
原
直
臣
（
あ
た
い
お
み
）
が
、

朝
廷
に
献
上
し
た
「
屯
倉
」
の
一
箇
所
が

由
井
野
を
中
心
と
し
た
地
で
あ
る
と
し
て

建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

碑
に
は
、
一
九
五
五
年
多
摩
地
方
史
研

究
団
体
連
合
会
と
あ
る
こ
と
か
ら
、 

橋
本

義
夫
氏
達
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
碑
で
あ
る
。

（
橋
本
義
夫
著
『
砂
漠
に
樹
を
』
に
、「
多

氷
の
屯
倉
」
の
建
碑
の
企
画
に
関
す
る
記

述
が
あ
る
。
） 

         

多氷屯倉遺跡碑 

堂内の厨子は室町 
後期作。 
十二神将に守られた 
中には秘仏の薬師 
如来三尊が安置さ 
れている。 

薬師如来坐像 

北條氏朱印状（非公開） 
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●
弁
財
天 

以
前
は
、
西
蓮
寺
前
に
弁
天
池
が
あ
っ

た
。
池
の
中
に
弁
天
堂
が
祀
ら
れ
て
お
り
、

蓮
の
花
が
咲
き
、
鯉
も
泳
ぐ
長
閑
な
と
こ

ろ
だ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
付
近
は
華
川
と

い
い
、
蛍
の
名
所
と
し
て
賑
わ
っ
た
と
い

う
。
現
在
は
、
境
内
に
新
た
な
弁
財
天
が

安
置
さ
れ
て
い
る
。 

               

③
住
吉
神
社 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

叶
谷
町
一
○
七
二 

勧
請 

寛
平
年
間
（
八
八
九
～
八
九
七
） 

祭
神 

上
筒
男
命
、
中
筒
男
命
、 

底
筒
男
命 

社
宝 

棟
札
（
元
禄
、
寛
政
、
弘
化
） 

 
 

 

古
鏡 

 
 

 

鰐
口
（
永
禄
三
年
（
一
五
六
○
）
） 

 

古
く
は
鵜
森
神
社
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。 

か
つ
て
神
社
の
う
し
ろ
一
体
は
沼
地
で
、

水
鳥
が
多
く
住
み
、
中
で
も
鵜
が
こ
の
神

社
の
森
に
巣
を
営
ん
だ
こ
と
か
ら
、
鵜
森

神
社
と
い
わ
れ
た
。
現
在
で
も
神
社
の
裏

手
に
は
湧
水
が
あ
る
。 

 

天
延
四
年
（
九
七
六
）
再
建
し
た
時
の

棟
札
は
、
八
王
子
で
最
も
古
い
も
の
。 

永
承
六
年
（
一
〇
五
一
）
前
九
年
の
役

の
時
、
源
頼
義
が
三
田
源
五
広
綱
に
命
じ

て
、
大
阪
の
住
吉
神
社
を
勧
請
し
た
と
い

う
。 

 

天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
北
条
時
頼
が

武
運
を
祈
願
し
た
棟
札
が
あ
る
。 

 

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
八
王
子
城
主

北
条
氏
照
が
城
の
鬼
門
除
け
と
し
て
再
建
。 

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
、
八
王
子
城
落

城
と
と
も
に
焼
失
し
た
。
朱
印
十
石
拝
領
。 

社
殿
は
江
戸
時
代
に
再
興
さ
れ
た
。
拝
殿

は
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
の
造
営
。 

 

境
内
に
は
稲
荷
社
、
天
神
社
、
桑
森
神

社
の
三
社
が
あ
る
。 

                 

弁 財 天 

住吉神社鳥居 
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④
東
原
山
浄
土
院

相
即
寺 泉

町
一
一
三
二 

宗
派 

浄
土
宗 

本
尊 

阿
弥
陀
如
来 

寺
宝 

阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
鎌
倉
中
期
） 

 
 

 

万
目
供
養
地
蔵
菩
薩□

市 
 

 
 

延
命
地
蔵
（
ラ
ン
ド
セ
ル
地
蔵
） 

開
山 

忍
誉
貞
安
上
人 

開
創 

天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
） 

開
帳 

六
月
二
十
三
日
、
七
月
八
日
、 

 
 

 

八
月
八
日 

北
条
氏
照
の
祈
願
所
で
あ
り
、
も
と
は

東
源
山
と
号
し
た
。
八
王
子
城
の
北
東
に

位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
城
の
鬼
門
除
け
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
た
。 

慶
安
元
年
（
一
六
四
八
年
）
第
三
代
将

軍
徳
川
家
光
か
ら
朱
印
状
を
受
け
る
。 

地
蔵
堂
に
は
八
王
子
城
落
城
の
時
に
戦

死
し
た
者
を
弔
う
た
め
に
作
ら
れ
た
地
蔵

が
百
五
十
体
祀
ら
れ
て
い
る
。 

   

奥 社 見事な彫刻 

鰐口（表） 
永禄 3 年(1560) 

棟 札 
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●
阿
弥
陀
如
来
立
像 

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
四
月
、
西
蓮

寺
の
近
く
に
あ
っ
た
喜
願
寺
か
ら
出
火
。

喜
願
寺
は
焼
失
し
た
が
、
奇
跡
的
に
阿
弥

陀
如
来
立
像
が
運
び
出
さ
れ
、
相
即
時
に

安
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
出
火
時
に
煙
や

炎
に
包
ま
れ
全
体
が
黒
く
焦
げ
て
い
る
。 

                        

本
堂
内
の
札
簡 

参道と総門 本 堂 

阿弥陀如来坐像 

本
堂
内
の
阿
弥
陀
如
来
立
像 
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●
地
蔵
堂 

 

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
六
月
二
十

三
日
、
朝
も
暗
い
う
ち
、
豊
臣
勢
一
万
五

千
に
攻
撃
さ
れ
た
。
八
王
子
城
は
一
日
で

落
城
し
、
皆
殺
し
に
遭
っ
た
一
千
余
人
の

大
半
は
、
農
民
だ
っ
た
と
い
う
。
な
か
に

は
女
子
供
も
含
ま
れ
、
麓
の
川
は
三
日
三

晩
、
血
で
染
ま
っ
た
と
い
う
。 

 

争
い
の
悲
惨
さ
は
、
昔
も
今
も
変
わ
ら

な
い
。
相
即
寺
の
西
南
五
㎞
、
北
条
氏
照

の
居
城
、
八
王
子
城
が
落
城
の
際
、
戦
死

し
た
人
の
内
、
相
即
時
縁
故
者
二
百
八
十

三
人
の
供
養
の
た
め
、
百
五
十
体
の
地
蔵

が
祀
ら
れ
た
。 

地
蔵
の
顔
は
ど
れ
一
つ
同
じ
顔
が
な

い
。
怒
り
憎
し
み
か
と
思
い
き
や
、
な

ぜ
か
穏
や
か
な
顔
だ
。 

地
蔵
尊
表
面
台
座
の
左
に
は
、
戦
死

者
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

    

                        

                        
地蔵堂全景 地蔵菩薩 

地蔵１５０体の一部 八王子城 落城戦死者名の一部 
（笛彦兵衛清範は北條氏照の 

家臣で笛の名人） 
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●
銅
造
り
地
蔵
菩
薩
坐
像 

 

本
堂
正
面
、
向
か
っ
て
左
側
の
参
道
脇

に
建
つ
。
通
称
「
万
目
供
養
仏
」
台
座
を

含
め
た
高
さ
一
・
九
ｍ
の
青
銅
仏
で
、
安

永
五
年
（
一
七
七
六
）
か
ら
十
三
年
を
か

け
て
、
加
藤
鋳
物
師
の
う
ち
の
一
人
、
加

藤
甚
左
衛
門
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。 

 

加
藤
鋳
物
師
と
は
、
加
藤
姓
を
名
乗
る

鋳
物
師
の
集
団
で
、
戦
国
時
代
か
ら
代
々

横
川
村
（
現
・
横
川
町
）
に
居
住
し
、
八

十
以
上
の
作
品
を
残
し
た
。
市
内
に
限
ら

ず
、
広
く
西
多
摩
地
方
に
も
、
そ
の
作
例

が
知
ら
れ
て
い
る
。 

          

         

●
機
銃
掃
射
の
跡 

 

山
門
の
左
側
の
扉
に
は
、
十
円
玉
ほ
ど

の
穴
が
あ
い
て
い
る
。
昭
和
二
十
年
八
月

一
日
夜
か
ら
二
日
未
明
に
か
け
て
ア
メ
リ

カ
軍
の
爆
撃
機
に
よ
り
、
八
王
子
市
内
中

心
部
が
壊
滅
す
る
空
襲
が
あ
っ
た
。
そ
の

際
に
Ｐ
５
１

戦
闘
機 

に
よ
る
機
銃
掃
射
を 

受
け
て
あ
い
た
穴
の 

痕
跡
が
残
っ
て
い
る
。 

   

●
檜
松 

 

相
即
寺
の
門
を
入
る
と
右
側
に
檜
松
と

い
う
珍
し
い
名
木
が
あ
る
。
檜
木
の
途
中

か
ら
松
の
木
が
生
え
て
い
る
が
、
昭
和
四

十
年
九
月
の
台
風
に
よ
り
倒
れ
、
現
在
は 

僅
か
に
生
き
な
が
ら
え
て
い
る
状
態
で
あ 

る
。 

        
       

万目供養仏 

万目
まんもく

供養仏 
総門扉に残る機銃掃射穴 

檜 松 
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●
徳
利
形
の
墓 

 

横
川
村
滝
原
に
は
、
鋳
物
を
業
と
し
た

加
藤
氏
の
一
族
が
い
た
。
中
で
も
、
金
五

郎
と
い
う
人
は
、
釣
り
鐘
師
と
し
て
世
に

聞
こ
え
た
名
工
だ
っ
た
が
、
大
の
酒
好
き

で
、
仕
事
以
外
い
つ
も
徳
利
を
放
さ
な
か

っ
た
。
金
五
郎
が
天
寿
を
全
う
し
た
後
、

家
人
が
酒
好
き
の
彼
の
た
め
に
徳
利
の
形

を
し
た
墓
を
こ
し
ら
え
た
も
の
。 

              

●
ラ
ン
ド
セ
ル
地
蔵 

 

太
平
洋
戦
争
末
期
の
昭
和
二
十
年
七
月

八
日
、
東
京
品
川
区
原
国
民
学
校
五
年
生

神
尾
明
治
（
あ
き
じ
）
君
（
当
時
十
歳
）

が
、
学
童
疎
開
先
の
相
即
寺
近
く
の
こ
の

地
で
、
米
軍
戦
闘
機
の
銃
撃
に
遭
い
、
幼

い
命
を
散
ら
せ
た
。 

 

知
ら
せ
を
受
け
て
、
か
け
つ
け
た
母
喜

美
枝
さ
ん
は
、
明
治
君
が
生
前
大
切
に
し

て
い
た
皮
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
、
地
蔵
堂
の

お
地
蔵
様
の
中
で
、
明
治
君
に
一
番
似
て

い
る
お
地
蔵
様
に
掛
け
、
品
川
に
帰
っ
た
。 

 
だ
が
、
再
び
地
蔵
堂
に
参
拝
す
る
こ
と

な
く
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
二
十
八
日
散

華
し
て
い
る
。 

 

ラ
ン
ド
セ
ル
地
蔵
尊
は
、
今
も
平
和
を

祈
り
な
が
ら
、
明
治
君
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
て
静
か
に
た
っ
て
い
る
。 

 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
に
入
り
、

戦
局
は
日
増
し
に
悪
化
。
敵
機
が
日
本
本

土
を
空
襲
す
る
可
能
性
も
必
至
の
こ
と
と

な
っ
た
。
政
府
は
幼
児
、
学
童
及
び
六
十

歳
以
上
の
老
人
、
防
空
の
足
手
ま
と
い
に

な
る
者
、
生
産
力
に
貢
献
出
来
な
い
者
を

地
方
へ
疎
開
さ
せ
る
計
画
を
立
て
た
。
六

月
、
東
京
都
及
び
十
二
の
都
市
で
、
学
童

集
団
疎
開
の
実
施
に
踏
み
き
っ
た
。 

 

品
川
区
原
国
民
学
校
の
児
童
約
四
百
人

は
、
八
月
に
元
八
王
子
村
、
恩
方
に
集
団

疎
開
し
た
。
元
八
王
子
地
区
に
は
百
八
十

人
が
疎
開
し
、
隣
保
館
（
当
時
保
育
所
）

や
、
相
即
寺
、
西
蓮
寺
、
公
会
堂
二
箇
所

の
計
五
箇
所
に
分
散
。
食
料
難
に
加
え
て

親
元
を
離
れ
た
辛
く
寂
し
い
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。 

            

徳利形の墓 

ランドセル地蔵 
地蔵堂内 地蔵堂外 
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集団疎開の日記より（麟保管） 
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⑤
春
日
池
（
華
川
の
泉
） 

 

大
楽
寺
に
あ
る
西
蓮
寺
境
内
の
池
か
ら

流
れ
出
る
小
川
が
、
華
川
で
あ
る
。
江
戸

時
代
末
期
編
纂
の
武
藏
名
勝
図
絵
に
「
こ

の
池
は
華
川
の
水
源
ゆ
え
に
蛍
多
し
」
と

あ
る
。
今
で
も
こ
こ
に
二
つ
の
源
泉
が
あ

る
。
一
つ
は
、
児
童
遊
園
に
な
っ
て
い
る

弁
天
池
、
も
う
一
つ
は
大
き
な
榎
の
根
元

か
ら
湧
き
出
し
て
い
る
泉
。
こ
の
泉
は
通

称
「
華
（
花
）
川
の
泉
」
、
ま
た
は
「
春
日

の
池
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

 

華
川
は
、
こ
の
二
つ
の
泉
か
ら
相
即
寺

の
前
を
経
由
し
て
城
山
川
に
注
ぐ
。
今
、

そ
の
川
幅
は
一
ｍ
足
ら
ず
で
、
た
だ
の
水

路
に
し
か
映
ら
な
い
が
、
か
つ
て
は
三
ｍ

ほ
ど
も
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

終
戦
直
後
の
記
憶
と
し
て
、
土
地
の
人

の
話
を
聞
い
た
。「
食
べ
る
も
の
が
少
な
く
、

サ
ツ
マ
芋
の
粉
を
蒸
し
た
黒
い
団
子
が
何

よ
り
の
ご
馳
走
だ
っ
た
。
団
子
が
蒸
し
上

が
る
ま
で
、
華
川
で
木
に
登
っ
た
り
小
魚

を
捕
っ
た
り
し
て
遊
ん
だ
ん
だ
よ
」
と
の

こ
と
だ
っ
た
。 

                        

              

●
春
日
大
明
神
の
碑
（
小
川
家
） 

 

春
日
池
の
隣
り
に
住
む
小
川
家
に
は
、

春
日
神
社
の
宮
司
を
務
め
て
い
た
と
い
う

古
い
文
献
が
残
さ
れ
て
い
る
。
小
川
家
の

庭
の
祠
に
は
、
春
日
大
明
神
の
石
碑
、
石

像
が
あ
る
。
ま
た
、
小
川
大
隅
守
を
宮
司

と
す
る
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
の
許
可

文
書
、
そ
し
て
狩
野
柳
雪
の
一
幅
と
さ
れ

る
掛
け
軸
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

かつての春日池 

現在の春日池 



15 
 

                        

                        

           

⑥
泉
町
弁
天
池
児
童
遊
園 

 

泉
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
、
湧
水
池
の
あ
る

泉
町
弁
天
池
児
童
遊
園
が
あ
る
。
こ
の
遊

園
地
は
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
、

旧
大
字
下
壱
分
方
の
一
部
が
泉
町
に
な
っ

た
の
を
記
念
し
て
造
ら
れ
た
も
の
。
こ
の

周
辺
は
、
北
浅
川
、
城
山
川
、
大
沢
川
か

ら
で
き
た
扇
状
地
で
あ
り
、
湧
水
が
多
く

町
名
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て

の
清
水
の
池
は
、
現
在
見
る
影
も
な
い
。 

  

小川大隈守の掛け軸 
小川大隈守を春日神社の 
宮司にするという許可文書 
明和 5 年（1768） 

春日大明神の祠 
春日大明神の石碑と石象 

狩野柳雪の掛け軸 
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⑦
先
覚
之
碑 

 

先
覚
の
碑
は
、
泉
町
会
館
の
敷
地
内
に
、

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
、
橋
本
義
雄
、

岡
村
保
雄
氏
ら
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
、
多

摩
の
先
駆
者
達
が
顕
彰
す
る
碑
で
あ
る
。

こ
の
地
に
建
て
ら
れ
る
に
つ
い
て
は
、
日

本
の
近
代
史
の
一
項
に
書
き
加
え
る
ほ
ど

の
画
期
的
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

多
く
の
人
た
ち
が
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
入
信

や
、
自
由
民
権
運
動
に
活
躍
し
、
ま
た
地

元
産
業
の
育
成
発
展
に
精
力
的
に
取
り
組

み
、
多
摩
を
中
心
に
日
本
の
近
代
化
へ
大

き
く
貢
献
し
た
。 

          

                        

 
 

先
覚
之
碑
文 

近
在
日
本
史
上
画
期
的
な
偉
業
を
記
念
す 

明
治
の
初
年
維
新
革
命
の
目
的
を
完
成

し
、
永
い
封
建
の
真
黒
い
幕
を
取
り
除
く

為
に
、
日
本
の
先
覚
者
達
は
、
こ
こ
柏
木

豊
治
郎
邸
に
集
う
た
。 

 

板
垣
退
助
、
石
坂
昌
孝
、
星
亨
、
村
野

常
右
ェ
門
、
大
江
卓
、
森
久
保
作
造
、
景

山
英
子
、
林
副
重
等
々
、
外
有
名
無
名
の

人
々
、
特
に
村
内
の
先
駆
者
八
氏
を
交
え

て
自
由
と
平
等
を
基
と
す
る
、
人
民
自
ら

の
政
権
を
目
指
し
、
廣
く
教
育
に
、
文
化

に
、
宗
教
に
、
産
業
に
志
を
一
に
し
、
先

駆
者
的
偉
業
が
発
達
し
た
近
代
日
本
史

は
、
先
ず
、
元
八
王
子
よ
り
輝
い
た
。 

 

一
九
五
七
年
十
一
月
三 

 

撰
文 

先
駆
者
讃
碑
建
設
委
員
会 

先覚之碑文 

泉町弁天池児童遊園 
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自
由
民
権
の
碑 

北
村
透
谷 

美
那
子
の
出
会
い 

昭
和
六
十
年 

（
１
９
８
５
） 

十
一
月
三
日 

文
化
の
日 

東
京
都
町
田
市
野
津
田
町
二
二
七
四 

「
民
権
の
森
」
内
に
建
立
。 

碑
の
下
に
は
民
権
家
石
坂
昌
孝 

の
屋
敷
跡
。 

揮
毫
は
色
川
大
吉
氏 

撰
文
は
渡
辺 

奨
氏
ら
の
名
が 

刻
ま
れ
て
い
る 
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⑧
聖
マ
リ
ア
教
会
堂 

（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
） 

 

陣
馬
街
道
沿
い
の
泉
町
に
「
カ
ト
リ
ッ

ク
泉
町
教
会
」（
聖
瑪
利
亜
教
会
）
が
あ
る
。

三
多
摩
で
一
番
古
い
最
も
由
緒
あ
る
教
会

で
あ
る
。 

 

明
治
六
年
、
よ
う
や
く
キ
リ
ス
ト
教
が

解
禁
と
な
っ
た
。
横
浜
で
テ
ス
ト
ヴ
ィ
ド

神
父
を
知
り
、
自
由
平
等
に
目
覚
め
た
二

十
三
歳
の
山
上
卓
樹
が
、
こ
の
開
明
期
に

故
郷
泉
町
の
地
元
有
志
の
協
力
を
得
て
、

明
治
十
年
聖
マ
リ
ア
教
会
を
建
て
、
こ
こ

か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
道
が
始
ま
っ
た
。

当
時
こ
の
地
の
ほ
と
ん
ど
の
家
、
百
五
十

戸
三
百
名
以
上
が
入
信
し
、
村
民
は
神
父

の
寺
子
屋
で
文
字
を
学
ん
だ
た
め
、
こ
の

地
に
文
盲
の
人
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
。 

 

キ
リ
ス
ト
教
は
こ
こ
か
ら
立
川
、
五
日

市
な
ど
の
多
摩
各
地
に
拡
ま
っ
た
。 

 

教
会
は
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）

に
記
念
す
べ
き
「
百
年
祭
」
を
迎
え
て
い

る
。 

                        

         

●
フ
ラ
ン
ス
の
鐘 

 

当
時
は
、
毎
朝
澄
ん
だ
高
い
音
を
一
帯

に
響
き
渡
ら
せ
て
い
た
。
そ
の
鐘
も
、
終

戦
直
前
、
日
本
軍
に
よ
っ
て
供
出
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
行
方
は
わ
か
ら
な
い
ま
ま
だ
。 

 

戦
後
、
信
者
達
に
よ
り
新
し
い
鐘
が
奉

納
さ
れ
た
。 

 

●
ス
テ
ン
ド
ガ
ラ
ス 

 

聖
堂
奥
の
両
側
の
窓
は
、
堂
再
建
当
時

（
昭
和
二
年
）
か
ら
の
も
の
で
、
二
重
窓

ス
テ
ン
ド
ガ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
。 

聖マリア教会堂 
1877 年建堂  1927 年再建 

教会のマーク 

聖マリア教会堂 

マリア像 
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⑨
喜
願
寺
泉
共
同
墓
地 

 

皇
国
地
誌
の
多
摩
郡
下
壱
分
方
町
誌
の

中
の
記
録
に
よ
る
と
、
喜
願
寺
は
明
治
六

年
に
火
災
に
遭
い
、
明
治
十
八
年
（
一
八

八
五
）
廃
寺
に
な
っ
て
い
る
。
創
建
年
代

は
不
明
だ
が
、
相
模
原
市
当
麻
の
無
量
寺

末
で
あ
っ
た
。
境
内
は
、
東
西
九
間
、
南

北
十
間
一
尺
二
寸
、
面
積
九
十
二
坪
あ
っ

た
と
い
う
。
現
在
、
跡
地
は
共
同
墓
地
と

な
り
、
自
由
民
権
運
動
で
活
躍
し
た
人
の

墓
も
あ
る
。
多
く
の
墓
石
の
上
部
に
は
十

字
架
が
刻
ま
れ
、
そ
の
隣
の
「
霊
名
」
に

は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
洗
礼
名
と
本
名
が

刻
ま
れ
て
い
る
。 

        

⑩
泉
町
湧
水
群 

 

泉
町
界
隈
の
各
所
か
ら
綺
麗
な
水
が
湧

き
出
て
い
る
。
以
前
は
、
こ
の
湧
水
で
山

葵
を
栽
培
し
て
い
た
と
い
う
。 

現
在
、
こ
の
湧
水
を
利
用
し
蛍
の
名
所

に
し
よ
う
と
カ
ワ
ニ
ナ
を
増
や
す
地
道
な

努
力
を
し
て
い
る
蛍
養
殖
推
進
グ
ル
ー
プ

が
い
る
。
カ
ワ
ニ
ナ
は
年
々
に
増
え
て
お

り
、
近
い
将
来
蛍
の
乱
舞
が
見
ら
れ
る
の

で
は
と
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
宅
の

庭
に
水
を
引
き
、
観
賞
用
の
鯉
を
飼
っ
て

い
る
家
も
あ
る
と
い
う
。 

           

                        

喜願寺泉共同墓地の一部 

泉町界隈を流れる湧水 

カワニナが生息する湧水 鯉 
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⑪
浅
川
の
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

上
壱
分
方
町 

 

上
壱
分
方
小
学
校
北
側
を
流
れ
る
浅
川

に
は
、
数
百
ｍ
に
亘
る
渓
流
が
あ
る
。
そ

こ
が
何
時
の
頃
か
ら
か
、
ア
メ
リ
カ
の
グ

ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
を
模
し
て
「
浅
川
の

グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
」
と
云
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
渓
流
は
、
新
生
代
第
三
紀
か
ら

な
り
、
二
千
三
百
万
年
前
の
地
層
が
自
然

界
の
影
響
で
渓
流
と
な
り
出
土
し
、
地
質

学
上
貴
重
な
場
所
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
川
の
周
辺
に
は
、
落
葉
針
葉
樹

の
化
石
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
も
出
土
し
て
い
る
。 

   

⑫
上
壱
分
方
の

榛
名
神
社 

勧
請 

群
馬
県
榛
名
神
社 

祭
神 

埴
山
毘
売
神 

開
創 

文
政
十
年(

一
八
二
七)

丁
亥
三
月 

例
祭 

三
月
十
五
日 

（
現
在
、
三
月
最
終
日
曜
日
） 

水辺のサギ クレソンが繁茂する小川 

北浅川にあるグランドキャニオンと云われる所（上壱分方町） 
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上
壱
分
方
町
の
榛
名
神
社
は
、「
お
は
ん

な
さ
ま
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
神
社
は
江
戸
時
代
後
期
西
暦
一
八
二
七

年
、
農
作
物
の
豊
作
、
雹
の
災
害
除
け
祈

願
の
た
め
、
群
馬
県
榛
名
山
の
榛
名
神
社

か
ら
勧
請
し
た
も
の
。 

祠
は
昭
和
四
十
一
年
頃
再
建
さ
れ
、
中

央
に
は
御
札
が
奉
ら
れ
て
い
る
。
正
面
右

に
「
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
丁
亥
三
月

吉
日
セ
ワ
人
小
林
新
八
」
、
左
に
「
和
田
村
、

大
楽
村
、
大
柳
村
講
中
」
と
刻
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
、
祠
の
前
に
は
、
満
行
宮
の
灯

籠
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
東
側
に
「
安
政

三
年
（
一
八
五
六
）
丙
辰
三
月
」
、
西
側
に

「
天
下
太
平
五
穀
豊
穣
」
、
座
石
に
は
「
氏

子
中
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

以
前
は
八
十
八
夜
、
二
百
十
日
に
は
お

燈
明
を
あ
げ
、
豊
作
祈
願
の
祭
礼
や
三
月

十
五
日
の
お
日
待
ち
行
事
な
ど
が
行
わ
れ

た
と
い
う
。
現
在
は
、
上
壱
分
方
町
の
神

戸
、
大
柳
両
町
会
合
同
で
祭
礼
等
引
き
継

が
れ
て
い
る
。 

  

                        

                

⑬
大
柳
の
石
造
物 

 
 

 
 

 
 

上
壱
分
方
町
四
一
四 

 

大
柳
会
館
前
に
は
、
地
蔵
な
ど
五
基
の

石
造
物
が
祀
ら
れ
、
灯
籠
も
新
し
く
建
て

ら
れ
て
い
る
。
向
っ
て
右
か
ら
年
代
不
明

の｢

南
無
阿
弥
陀
仏｣

と
書
か
れ
た
石
塔
。 

そ
の
左
は
、「
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
霜

榛名神社お札が収められている祠 

榛名神社 榛名神社全景 
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月
中
旬
十
月
七
日
」
銘
の
庚
申
塔
。
中
央

に
は
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
建
立

し
た
延
命
地
蔵
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
左
に
は
、
庚
申
塔
と
同
じ
頃
と
思
わ

れ
る
年
代
不
明
の
地
蔵
尊
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
大
柳
村
入
口
に
あ
っ
た
も
の
を
、
昭

和
四
十
年
に
こ
こ
へ
移
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
左
に
は
、
舟
形
の
馬
頭
観
音
が
祀

ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
無
病
息
災
、
五

穀
豊
穣
の
願
い
を
込
め
た
石
造
物
で
あ
る
。 

              

                  

◎
参
考
資
料 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
武
蔵
名
勝
図
絵 

・
八
王
子
市
史 

・
八
王
子
事
典 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

・
八
王
子
市
資
料
館
資
料 

・
北
川
菅
雄
資
料 

・
佐
野
川
往
還
の
環
境
遺
産
と
文
化
遺
産 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ペ
ー
ジ 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

・
元
八
王
子
の
歴
史
散
歩
資
料 

小
山
祐
三
著 

・
昭
文
社
地
図 

大柳延命地蔵尊全景 

大柳延命地蔵尊 


